
大阪弁護士会本部

対象活動期間：平成23年4月1日～平成24年3月31日

　　　　　　　　作成日：平成24年5月31日



1組織の概要

　（1）　事業所名　　大阪弁護士会

（2）　代表者名　　会長　中本和洋（平成23年4月1目～平成24年3月31目）

（3）所在地　大阪市北区西天満1丁目12番5号

（4）　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　環境管理責任者　山西美明（翫06－6364－1225）

　　担当事務局　　　林　千廣（　　　　　　〃　　　　　　）

（5）　大阪弁護士会の沿革など

　　明治13年5月大阪組合代言人という名称で組合を結成。同6月初代会長等選

　出。明治26年5月旧々弁護士法施行にともない大阪組合代言人を廃止し大阪地

　方裁判所所属弁護士会となりました。大正15年5月名称を大阪弁護士会と改称

　（旧々弁護士法時代）。昭和24年9月現行弁護士法が施行され、現在の大阪弁

　護士会となりました。大阪府下に事務所を設置する弁護士及び外国法事務弁護士

　は全員が当会に所属しています（強制加入団体）。

（6）　事業活動の内容

　　大阪弁護士会は、基本的人権の擁護と社会正義の実現のためさまざまな活動を

行っています。市民への法的サービスを提供するための弁護士法の趣旨による調

　査研究活動、また弁護士の全般的なサポート活動に取り組んでいます。

（7）規模（大阪弁護士会本部　※今回の対象範囲）　（平成24年3月31目現在）

　　会員数　3866名
　　職員数　　　98名

　　建物地下2階地上14階
　　延床面積　　17，005．29㎡　敷地面積　5，078．06㎡



（その他）

■なんば法律相談センター

　〒542－OO76　大阪市中央区難波4－4－1ヒューリック難波ビル4階

■堺法律相談センター

　〒590－0075堺市堺区南花田口町2－3－20　住友生命堺東ビル6階

ロ岸和田法律相談センター

　〒596－OO54岸和田市宮本町2H　泉州ビル2階

鷹谷町法律相談センター

　〒540－0012大阪市中央区谷町3－1－9MG大手前ビル5階

■枚方法律相談センター

　〒573－0032枚方市岡東町12－1ひらかたサンプラザ1号館3階

※　なんば法律相談センター、堺法律相談センター、岸和田法律相談センター、

　谷町法律相談センター、枚方法律相談センターについても、平成25年3

　月頃までに対象範囲に含む予定です。



2環境目標とその実績（評価）

水・ガス1人あたりの使用量が、基準年度を上回らないこと

電気・二酸化炭素・コピー用紙1人あたりの使用量が、基準年度の90％を上回らないこと

年度

期間

　2008
2008．4～2009．3

　2009
2009．4～2010．3

　2010
201α4～20”，3

　2011

2011．4－20123

　2012
2012．4～2013．3

　2013
2013．4～2014．3

　2014

2014．4～20153

項目 （基準年度） （実績） （目標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目撮） （目標）

会員数（人）
　3，409

2009，331時点

　3，591

2010，3．31時点

3，791 　　　　　3，726

2011．3．3可時点

3，926　　　　　3，866

2012．3．31時点

　4，066

2013．3、31時点

　4，266

2014．331時点

　4，466

2014．3．31時点

水（㎡〉

　　　　振2

5，161 5，395 5，724 5，570 5，928 5，475 6，140 6，442 6，744

1．51 1．58 1．51 1．49 1．51 1．42 1．51 1．51 1．51

ガス（㎡）

　　　　栄2

22，356 3，254 22，356 1，537 25，755 876 26，673 27，985 29，297

6．56 0．91 6．56 0．41 6．56 0．23 6．56 6．56 6．56

電気（KWH）

　　　　　選2

1，894，598 1，881，402 1，705，138 1，927，874 1，963，735 1，931，080 2，033，000 2，133，000 2，233，000

556 524 500 517 500 500 500 500 500

CO2（kr㎡）

　　　　　※2

762，552 フ17，929 686，297 731，831 790β79 731，770 817，266 857，466 897，666

224 200 201 196 201 189 201 201 201

コピー紙（枚）

　　　　　崇2

7，485，200 6，245，500 7，491，568 6，378，000 7，758，347 6，398，500 8，035，008 8，429，616 8，824，816

2，196 1，739 1，976 1，712 1，976 1，655 1，976 1，976 1，976

※12011年以降、会員数は200名ずっ増加することを想定，

※2各項目下段の数値は、会員一人当たりの使用量等

（昨年度の評価）

水について

会員1人あたりの使用量は基準年度を下回ることとなったが、全体の使用量は；増加している。

会員・職員数、会館内の行事等が年々増加しているので、その意味でも生活排水が増加する。

この状況下においては、評価できると考える、今後は、総量を減らす工夫を検討したい。

ガスについて

空調機器の不具合のため、一時的にガスによる空調にたよったが、概ね問題ないと考える。

基準値の見直しを検討したい。

電気について

今年度は、850kWから800kWへ契約電力の見直しを行い、会館の省エネルギー化を図る予定である。

水と同じく会員・職員数、会館内の行事等の増加によじ

館内のLED化も引き続き検討する。

、増加する傾向にあるので、今後も工夫の検討が必要。

二酸化炭素について

上記のとおり、基準年度と比較し、会員1人あたりの排出量は下回っているが、全体の排患量は増加した。

そのため、エコアクション21推進ワーキング・チームで検討したい。

コピー用紙購入枚数について

基準年度の90％を下回ることができた。ただ、全体の購入枚数は増加傾向にあるので、引き続き、両面・

ッーアップコピーや反故紙の利用、また資料作成部数の適正化を呼びかけていきたい。

会員数もまもなく4000人台になるため、今後も注意が必要である。

※グリーン購入の実績について

紙類 αエコカラーペーパー（大塚商会）：FSCミックス

SG（ゼロックス）：グリーンマーク

文具類 ペンマーカー修正テープ等

什器・備品類の購入は、総務部総合管理課が担当しております。

エコァクション21担当事務局も同課にあります。

引き続き、今後も全ての備品、消耗品についてグリーン購入を続けていきます。
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確認：平成24年3月31賛

4　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

1　適用となる主な環境関連法規

主な適用法規 該当する活動

環境基本法 ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の

公害防止、自然環境の保全に必要な処置。

製品の使用又は廃棄による環境への負荷

の低減努力。

地球温暖化対策の推進に関する法律 温室効果ガス排出抑制努力義務

環境の保全のための意欲の増進及び

環境教育の推進に関する法律

職員に対する環境保全に関する知識及び

技能を向上させるために必要な，環境保

全の意欲の増進，または環境教育を行う。

循環型社：会形成推進基本法 製晶が廃棄物となることを挿制するため

に必要な措置を講じる義務

リサイクル法 パソコン：長期使用，再生資源努力義務

容器リサイクル法 分別排出の努力義務

家電リサイクル法 特定家庭用機器

グリーン購入法 買換時リサイクル料金負担

大阪府環境基本条例 事業者の環境物品選択努力義務

大阪府自然環境保全条例 環境負荷低減，環境保全のための措置。

豊かな環境の保全及び創造に資するよう

自ら積極的に努めるとともに、府又は市

町村が実施する豊かな環境の保全及び創

造に関する施策に協力する責務

大阪府生活環境の保全等に関する条例 環境負荷低減義務

大阪府循環型社会形成推進条例 公害発生防止義務，生活環境保全義務

大阪府温暖化の防止等に関する条例 廃棄物等掬制に必要な措置を講ずる義務

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（大阪市廃棄物の減量推進及び適正

処理並びに生活環境の清潔保持に関

する条例）

廃棄物排出の抑制及び廃棄物の適正な分

別、保管、収集、運搬、再生、処分等の

処理をし、生活環境を清潔にすることに

より、その保全及び公衆衛生の向上を図

ることを目的とする。』

資源の有効な利用の促進に関する法

律（指定再資源化製品：パソコン等）

適用環境負荷・排出基準を定め、資源の

有効な利用を促進する義務

2　違反、訴訟等

　環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟等は、過去3年間ありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



5　代表者による見直し手順書

実施時期 エコアクション21推進ワーキング・チーム（不定期開催）

出席者 エコアクション21推進ワーキング・チーム委員

1．エコアクション21推進ワーキング・チーム事務局は、見直し

日時と場所を確保し、代表者へ連絡する。

2．担当副会長、事務局長が見直し資料の説明を行う。

3．担当副会長は、方針、目的、環境経営システム等改定の必要性

をチェックする。
実施手順

4．エコアクション21推進ワーキング・チーム事務局は、代表者

の指摘、意見等を記録する。

5．代表者の最終確認を得る。

6．事務局長は、見直し完了後速やかに各課に周知徹底する。

※　必要があれば、メーリングリストを利用して、検討することが

できる。

引き続き同ワーキング・チームにてエコアクション21の活動
備考

に取り組んでいく。

　＜代表者による評価と見直し＞

　平成23年度（平成23年4月～平成24年3月）の運用の結果、大きな問
題等はなく、評価できると考える。

　水・ガス・電気・紙の消費量について、基準年度（基準数値）を見直すこと

を視野に入れているが、会員数が毎年増加している状況にあるため検討が必要

だと考えている。特に会員数の増加にそれほど関係のない電気・ガス使用量に

ついては、基準数値を見直したい。紙使用量については、各会員用に用意され

ているレターケース（私書箱のようなもの）のヴァーチャル化を検討している。

また、電気については、昨年度の使用量を考慮し、契約電力（現在、850kWh）

の見直したいと考えている。

　また、府内に設置の各法律相談センターについても、今後、認証登録範囲内

となるようにしたい。

　今後も引続き、エコアクション21の活動をスムーズに行うため、理事者（会

長・副会長）直轄のエコアクション21推進ワーキング・チームのもとに取り

組んでいくこととする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


